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＜連絡事項＞
・教育委員会からの連絡
2023年度　第１０回　院内研修を下記の日時で実施します。

日時：2024年2月6日(火)・7日(水)　17:15～18：15

　　　場所：メンタルケア病棟4階　メモリアルホール

　　　テーマ：｢処遇制限｣　「ハラスメント対策について」

　　　講師：佐々木　奎亮　福祉　亜希子

※出席する際はマスクを着用し、着席する際は席の間隔をあけるようにして下さい。
　　当日の出欠予定の記入を各自でお願い致します。
・総務チームからの連絡
下記の日程で昇格試験を実施します。受験対象者で有る事をご確認のうえ申し込みください。

１ 試験日程：２月２２日(木)２３日(金)　

２ 場所： メンタル４Fメモリアルホール 　【八戸会場】

　　※試験会場は使用状況にて変更になる場合があります。あらかじめご了承ください。

３ 試験時間：１７：３０～１８：３０

４ 申込期限：２月５日（月）～２月１６日（金）１７：００

５ 対象職員：中級・上級受験資格者

６ 申込方法：みんなの共有⇒総務室⇒2.昇格試験申込

※受験申し込みをしたら必ず各管理者へ報告をお願致します。
＜患者様連絡事項＞
・中村　徳子様～15:00夫来院。主治医、西舘PSW、澤里PSW、澤田で面談実施。夫は3ヵ月を目途に症状回復して退院と思っていたと話される。回復の程度も入院前の様に家事ができるようになる事と考えており、そこまで回復していないことで本人も、自宅退院を躊躇しているという事を主治医より説明する。そのため、直接自宅ではなく、施設に入所して生活習慣を整えてから自宅退院としていくことを提案する。しかし、外出さえ拒否的であるため、まずは外に出る事から始め、段階的に青山荘など施設を見学していく様進めていく必要があり、退院にはまだ時間を要する状態である事を主治医より説明し、夫にご理解いただいている。
　　　　　　　　　その他、施設入所にむけた経済的な事情、自立支援法の手続きに関連した内容について、PSWより説明している。
＜要注目患者＞　
・小笠原　文人様～小躍りする等奇異的動作や大音量で音楽を聴く等でスタッフ介入している。他者とのトラブルなし。易怒性もない。
・吉田　守幸様～9:30コロナ・インフルエンザ抗原同時検査施行、陰性確認している。12:00体温38.1℃、各食全量摂取し体調大分良いと話している。時々湿性咳嗽、鼻閉鼻汁は持続している。
・冨田　幸生様～10:30療養環境変更目的にて東病棟Bユニット2号室に転出となっている。
＜田名部Ｄｒ診察情報＞

・河村　哲久様～退院への焦りはないこと、苛々が心の中や顔には出ているかもしれないが、誰にも迷惑はかけていない事を自ら主治医に伝えている。また、外出時のタクシー代を節約しバスで行動してみる事にしたと話している。ストレスや疲労で幻聴が強くなる事もあるため、夜間はしっかり休まれる様主治医より説明を受けている。臨時薬処方内容変更なし。
・板橋　利美様～まだ左前胸部痛持続していると訴え、ハップスター1P処方となっている。臨時薬処方内容変更なし。
・田中　敬様～病棟からレストランまでの階段昇降がとても運動になっていると話し、歯科受診しており、その診療が終了したら退院したいと話している。
・田中　ハルエ様～2/10（土）退院予定。退院後もまだ一人で家事もできますと表情穏やかに話している。主治医より2/23（金）が初外来日である事を御伝えしている。
・倉橋　生子様～主治医からの「最近は落ち着いていますか」などの質問に表情穏やかに「はい」「はい」と返答している。不調や不満の言動無し。
・島守　淳様～主治医より、幻聴により拒食している事を質問されると返答せず。その他の質問に対しては小声で「はい」と返答。酸化マグネシウム（330）3T 3×1/毎食後に増量。ヒベルナ糖衣錠、ブロナンセリン錠中止。トリヘキシフェニジル塩酸塩錠2㎎2T 2×1/朝・夕食後、フルメジン糖衣錠(1)1㎎ 3 T
　　　　　　　3×1/毎食後開始と、処方変更となっている。
・久保　興介様～診察時は主治医にメモを渡している。青山荘に入所に時間を要しても階上等、他の施設についてもご家族と相談して、退院に向けていきましょうと主治医より説明している。今回もギターを持参したいと要求あり、万が一他者に壊されても良いことを条件に検討して見る事を主治医からの説明もあり。
・高橋　伸治様～夜間良眠で作業療法では漢字練習に取り組んでいると話している。

・小豆畑　裕介様～以前より幻聴は落ち着いていると話している。
